
見直しを前提とした総合計画と一体的な計画策定

計画の期間（いたばしNo.１実現プラン2025）

「№１プラン」を構成する各計画相互の関係性

板橋区における公共施設マネジメントの取り組み

2015年に策定した「個別整備計画」では、公共
施設の耐用年数が40～80年にも及び、長期的
な視点が不可欠であることから、10年間を第1期
とし、前期５年間は年次計画を後期５年間は
目標事業量を示して、総合計画へ反映し、以降
10年を経るごとにローリングしていくこととした。

2019年には、「個別整備計画」策定後の状況
変化や課題に的確に対応し、施設の再編・整備
を着実に実行していくため、総合計画の策定と併
せて改定し、施設の改築・改修等の実施時期と、
経費の目安を示した情報からなる基礎計画とし
て、「ベースプラン」へと整理し、相互の関係性を
明確にした。

また、「ベースプラン」で更新時期を迎える施設を
示し、あり方を検討する必要がある施設を「経営
革新計画」に位置づけ、施策の目的、周辺環境
の変化を踏まえた施設の適正配置などについて
検討した上で、具体的な整備について「実施計
画」へ反映し、「ベースプラン」へフィードバックする
サイクルとして整理した。

板橋区では「ベースプラン」をもって「公共施設
等総合管理計画」及び「個別施設計画」として
位置づけており、短期的なアクションプランである
総合計画（№1プラン）と合わせた計画構成と
したことで、総務省が要請する「総合管理計画の
不断の見直し」も自ずと行われることになると考え
ている。長期的な視点を持ちつつ、時代の変化
やニーズに対応し、経営的な視点による公共施
設マネジメントを進めている。



維持改修経費の優先順位の判断

板橋区における公共施設マネジメントの取り組み

改修経費の予算化にあたっての特
徴的な点は、施設経営課が全て
の案件について優先順位を整理し、
その結果を基に最終的に区長を
始めとする理事者が採否を決定す
ることである。各種保守点検結果、
部位データ情報、行政計画（特
に施設のあり方検討や民営化方
針）との調整を図る必要があり、
現場状況を確認し、予算見積の
段階から施設所管課とヒアリングで
きる体制を構築した。

優先順位の整理は、見積書、
図面、部位データ、工事履歴、法
定・日常点検等の情報から劣化
の状況や運営上の影響を判断し、
全案件を指数化していく。その他に
は、耐用年数、劣化による二次被
害や人身事故の可能性、周辺へ
の影響、温室効果ガスの削減など
の項目を指数化している。

この取組を開始してから、施設経
営課が示した優先順位の高い案
件については概ね採択され、優先
順位の判断による改修経費の全
体に占める割合が増加し、突発的
な緊急工事が減少するなど一定の
成果が挙がってきている。



施設整備におけるＦＭ課題への対応

●板橋区平和公園へ「中央図書館」を改築移転
絵本のまち“板橋”を象徴するボローニャ絵本館を移転併設

●「板橋区立美術館」の大規模改修が「ＢＥＬＣＡ賞」受賞
「継承と刷新」によりSDGsを体現する施設へ！

●ＳＤＧｓを体現した「板橋こども動物園」開園
省エネルギーとＳＤＧｓを推進する草屋根の畜舎

●東板橋体育館の大規模改修に合わせ、植村冒険館を複合化
「植村記念加賀スポーツセンター」としてリニューアルオープン

板橋区における公共施設マネジメントの取り組み


